
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

インフロニアグループの前田建設工業株式会社（本店：東京都千代田区、社長：前田操治）、アルソシ

ア建設株式会社（本店：東京都中央区、社長：柴田敏雄）は、国立大学法人東京大学および熊本県と構

成する共同研究体として、国土交通省の上下水道一体革新的技術実証事業（AB-Cross プロジェクト）

に採択された「天井走行ロボットを用いた下水道管路背面の初期空洞に対する無人点検技術」の実証

研究を開始しました。 

本研究では、人による調査が困難な大深度下水道管路を対象に、電磁波レーダと複数のセンサーを

搭載した天井走行ロボット（写真）を活用し、管路背面の初期空洞を無人で検知する点検技術（図）の確

立に取り組みます。 

 

 

本実証研究では、熊本県内の流域下水道をフィールドとして活用し、無人点検技術の適用性や飽和

地盤条件における空洞探査の有効性を検証します。また、複数のセンサーを組み合わせた判定技術に

ついて評価を行い、空洞判定の信頼性向上に向けた有効性を確認します。 

下水道施設の老朽化が進行する中、道路陥没などの社会インフラ事故の未然防止に向け、安全かつ

効率的な維持管理技術の確立が求められています。特に、大深度管路や供用中の下水道管路では、

人による点検作業に大きな負担やリスクを伴うことから、無人点検技術への期待が高まっています。 

本技術は、天井走行ロボットに搭載した電磁波レーダを用いて管路背面地盤を直接探査するととも

に、複数のセンサーを組み合わせることで判定の信頼性向上を図るものです。また、地上から遠隔操作

で調査を実施できることから、点検作業の安全性向上や効率化が期待されます。 

国土交通省 AB-Cross プロジェクト採択技術 

天井走行ロボットによる下水道管路の無人点検技術の実証研究を開始 

～人による調査が困難な大深度下水道管路で No Entry 点検の実現を目指す～ 
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図 技術概要図 写真 天井走行ロボット 



共同研究体は、本研究を通じて、人による点検が困難な環境でも、人が管路や人孔へ立ち入ることな

く調査を実施する「No Entry 点検」の実現を目指し、安全かつ効率的な維持管理に貢献してまいります。 

 

＜問い合わせ先＞  

インフロニア・ホールディングス株式会社  

（前田建設 広報担当）  

E-Mail：infroneer-release@infroneer.com 

 

＜問い合わせ先＞  

アルソシア建設株式会社 

経営企画本部 広報室 

 E-Mail：information@smcon.co.jp 

 


